
 

平成２８年度実施事業行政評価に係る外部評価 開催概要 

開 催 概 要  

会議等の名称  平成２８年度実施事業行政評価に係る外部評価③  

「「「「放課後児童クラブ事業放課後児童クラブ事業放課後児童クラブ事業放課後児童クラブ事業」」」」【【【【子育て支援子育て支援子育て支援子育て支援課】課】課】課】    

開 催 日 時 平成２９年８月２日（水）午後２時５分から３時５分まで  

開 催 場 所 市役所西庁舎２階 第７・８会議室  

出席者氏名  

（敬称略）  

外部評価委員（長久手市行政改革推進委員）  

会長 和泉 潤  

委員 杉山 知子  

委員 江頭 隆行  

委員 細萱 健一  

委員 山元 眞一  

担当課 福祉部長 中西 直起  

    子育て支援課長 門前 健  

    子育て支援課課長補佐 西本 拓  

事務局 総務部長 青山 均  

    行政課長 飯島 淳  

    行政課課長補佐 児玉 剛  

    同主任 加藤 優作  

傍聴者人数  ５人  

問合せ 先 長久手市総務部行政課 ０５６１－５６－０６０５  

備   考   

 

外部評価委員の 

意見等 

・前向きに取り組むべき重要な事業 

・子育て支援の事業として、「拡充」すること（企業も実施してい

るが、行政も積極的に実施すること） 

・成果指標として、質（内容）についても、設定すること（当面は、

場所の課題があるが、長期的には質（内容）が重要となる） 

・児童クラブについても、民営を考えることも必要 

・一体型について、３つ（児童クラブ、学童保育所及び放課後子ど

も教室）のバランス（棲み分け）が重要 

・学童保育所については、位置的な課題（ニーズ）があるかもしれ

ない 

・今後児童数が増加することを考えると、今の段階で協働の可能性

を探っていくことは重要（市民の方の力をどれだけ借りられるかを

気にしといた方がよい） 



 

・提供するサービスの課題について、サービスを受ける側から見た

ことを評価（確認）することが重要（それにより課題が見えてくる） 

・量的（待機児童数）なことだけでなく、質的（サービスの内容）

なことも評価すること 

・ソフト面でも待機児童を０（ゼロ）にする方法の検討 

・待機児童を減らしてほしいが、ピークはあるので、ピークを越え

た後のことも考えること 

 

講評・まとめ  ・国の監督官庁は違うが、サービスを受ける側は、そのことは関係

ないため、受ける側の立場に立って、適切なサービスを提供できる

ようにすること（質的な指標について、考えること） 

・市民の公平性、平等の問題があるため、待機児童を減らすように

取り組むこと 

 

 


